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論文内容の要旨
【背景】
　右室流出路起源の心室期外収縮（premature ventricular complex: PVC）は、日常臨床で
最もよく遭遇する不整脈である。これが連発して単形性心室頻拍（monomorphic ventricular 
tachycardia: MVT）に至っても血行動態が破綻することは少ない。しかしながら、稀にPVC

















　連結期はPVC/MVT群に比べてPVT/VF群で有意に短かった（500±74ms vs. 428±84ms, 
P=0.03）。最大TAVはPVT/VF群の方がPVC/MVT群と比較して有意に高値であった（31±














　右室流出路起源の心室期外収縮（premature ventricular complex: PVC）は、日常臨床で
最もよく遭遇する不整脈であり、一般的には予後良好とされている。しかし、稀にPVCが
トリガーとなり、多形性心室頻拍（polymorphic ventricular tachycardia: PVT）や心室細動
（ventricular fibrillation: VF）となり突然死を起こすことがあるため、右室流出路起源のPVC
においてリスクの層別化が重要な課題となっている。近年、心室再分極過程の異常を反映
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